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質問区分 Q A 
提出書類 
*別紙様式 4 

Q1 
共著者が５名以上の場合、記載

欄が足りないのですがどうし

たらよいでしょうか。 

A1 
適宜増やして（含、幅の調節）ご対応ください。 
２枚に渡っての提出でも可能です。 

提出書類 
*博士_別紙様

式 7 

Q2 
欄（学歴・資格免許・職歴）が

足りないのですが、どうしたら

いいですか？ 

A2 
適宜増やして（含、幅の調節）ご対応ください。 
 

提出書類 
*修士_別紙様

式 6 及び博士_

別紙様式 8 

Q3 
「別紙様式６ 修士論文の公

開・複写許諾に関する申出書」

及び「別紙様式８ 博士論文の

インターネット公表（大学機関

リポジトリ掲載）及び複写許諾

に関する申出書」に記載する、

学位授与の予定日はいつです

か？ 

A3 
以下の記載でお願いいたします。 
9 月修了（学位授与）予定者 ⇒ 9 月 30 日 
3 月修了（学位授与）予定者 ⇒ 3 月 25 日 

提出書類 
*博士_別紙様

式 8 

Q4 
多くの場合、論文の著作権は掲

載雑誌社にあります。「別紙様

式８ 博士論文のインターネ

ット公表（大学機関リポジトリ

掲載）及び複写許諾に関する申

出書」で、自分としては「全文

の公表」でも構わないのです

が、その場合の雑誌社への著作

権の確認は、大学が行ってくれ

るのでしょうか？ 

A4 
通常の論文の場合は大学が行うのですが、平成 25 年 12 月から学位

論文（含、副論文）についてのみ対応が異なることになりました。

学位論文（含、副論文）だけは、雑誌社への著作権確認は、ご自身

でお願いいたします。なお、著作権保護のため、「全文の公表」は雑

誌社側が断る場合もあるようです。その際は、「要約公表を希望」と

し、インターネット公表用の「要約」を提出してください。 
☆ワンポイント：博士論文は全文公表が原則ですが、諸事情で公表できない場合には要約

で代える、というものです。「本文」の公開制限範囲を考慮しつつも、「要旨」との違いを

意識し、適切な「要約」をご準備ください。 

 要旨…別紙様式３を参照ください。 
 要約…論文全体を網羅的に圧縮したもの。 

提出書類 
*博士_別紙様

式 8 

Q5 
学域で、主論文の他に「論文提

出の前提条件として学術論文

が〇編以上あること」が指定さ

れています。こちらの学術論文

についても、「別紙様式３ 学

位論文要旨」「別紙様式４ 共

著論文許諾書」及び「別紙様式

８ 博士論文のインターネッ

ト公表（大学機関リポジトリ掲

載）及び複写許諾に関する申出

書」及び「研究倫理審査判定通

知書（写）」は必要でしょうか？ 

A5 
あくまで「前提条件」でしかない論文で、学位審査に関与するもの

ではないため、当該分は不要です。 
「副論文」として提出が指定されている学域のみ（現時点の本研究

科においては理学療法科学域・作業療法科学域の博士論文申請者）、

副論文分も「別紙様式３」「別紙様式４」「別紙様式７」「別紙様式８」

「要約」及び「研究倫理審査判定通知書（写）」を提出してください。 

提出書類 
*博士_別紙様

式 8 

Q6 
論文投稿雑誌社との契約の都

合で、学位授与日から半年間は

不可ですが、それ以後なら全文

A6 
要約の提出は不要です。意思表示のため、「別紙様式８ 博士論文の

インターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）及び複写許諾に関

する申出書」にて、学位授与日から 1 年以内の日付を公表日として
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公開可能です。「学位授与日か

ら1年以内にインターネットに

よる全文公表を許諾」に当たる

と思うのですが、その意思表示

や要約の準備はどうすればよ

いですか？ 

記入してください。当該日付まで図書館内で保存し、それ以降に公

開することとなります。 

提出書類 
*博士_別紙様

式 8 

Q7 
「要約公表」が認められれば、

学位論文の全文データの提出

は不要でしょうか？ 

A7 
いいえ。博士論文につきましては、国立国会図書館へ、大学からデ

ータ提供を行うことが必須です。「要約公表」を希望する方であって

も、指定されている期日（9 月修了の方は 9 月の教授会前日、3 月修

了の方は 2 月の教授会前日）までに、製本論文と共に全文データも

提出いただきます。 
提出書類 

*博士_別紙様

式 8 

Q8 
「要約公表」が認められれば、

全文が公開されることはあり

ませんか？ 

A8 
いいえ。本学の図書館内では学位規則に基づき製本版については閲

覧に供します。 

提出書類 
*博士_別紙様

式 8 

Q9 
本学図書館で保存される博士

論文の製本版の複写の取扱い

はどうなりますか？ 

A9 
複写の取扱いについての意思表示のため、「別紙様式８ 博士論文の

インターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）及び複写許諾に関

する申出書」にて、複写を許諾する範囲及びその理由等を記入して

ください。 
なお、博士論文製本版は公表された著作物として扱われます。著作

権法において、図書館で所蔵している場合は、希望する者があれば、

一部（全文の半分以下まで）の複写が認められます。著者の許諾が

あれば全文複写も可能です。特許や個人情報の関係で複写に差し支

えがある場合は、その旨を明記してください。 
 
また、閲覧・複写にかかる本取扱いは、本学図書館内のみならず、

国立国会図書館でも準用させていただきます。予めご了承ください。 
提出書類 Q10 

最後の紙媒体で学位論文提出

の際、修士は「正本」、博士は

「製本」とありますが、違いは

何ですか？ 

A10 
修士の「正本」とは、原本のことを言います。確定した学位論文を

出力し、レールファイル等に綴じてご提出ください。博士の「製本」

は、原稿をとじ合わせて表紙をつけ、書物のかたちにすることです。

博士の「製本」について、学域ごとに指定がある場合は従ってくだ

さい。 
提出書類 Q11 

（修士）論文正本提出時、論文

が分厚いのですが、どう提出し

たらよいでしょうか？  

A11 
レールファイル等で提出をしてください。 

提出書類 Q12 
論文博士申請を予定している

のですが、海外在住の為、住民

票が日本にありません。他の書

類で対応可能ですか？  

A12 
海外在住の方の場合は、代替書類として、在留証明書（本籍記載の

あるもの）の提出をお願いいたします。 

提出書類 Q13 
参考英訳が Web サイトにあり

ますが、そちらを使用してもよ

A13 
提出様式は定められたもののみをご利用ください。参考英訳はあく

まで記載内容の説明用とご理解ください。 
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いですか？（例：外国人研究者

が共著者の場合の「別紙様式４ 

許諾書」の参考英訳使用等。） 
 

論文申請料 Q14 
論文申請料を支払う必要があ

りますか？ 
 

A14 
在学中の方（＝修士申請者・課程博士申請者）は、不要です。また

論文博士申請者でも、本学の博士後期課程に１年以上在学し所定の

単位を修得した者で、退学後１年以内に学位の申請をする方は、免

除します。それ以外の論文博士申請者の方は、論文提出時にお渡し

する指定の振込用紙にて、指定の期日までに 57,000 円を納めてくだ

さい。 
 

論文申請料 Q15 
海外在住で、論文博士申請予定

しています。申請料は、海外の

銀行から送金してもよいです

か？ 

A15 
本学指定の振込用紙がありますので、必ずそちらをご利用いただき、

日本の銀行からお振込ください。 

博士論文の

体裁 
Q16 
「博士」の学位論文はインター

ネット公開が原則となりまし

たが、膨大な研究業績や履歴書

等の個人情報まで「論文」の範

疇として公開されてしまうの

でしょうか？ 

A16 
「論文」とは、いわゆる「学術冊子」に掲載されている部分のこと

です。膨大な研究業績や履歴書等の個人情報については、公開対象

ではありません。9 月及び 2 月の教授会前までにいただき後日図書館

へ収蔵させていただくことになる「製本１冊（HPS 学域は２冊）」に

ついては、研究業績や履歴書まで「論文」として綴じこむ必要はあ

りません。 
研究倫理審

査結果通知

書 

Q17 
東京都立大学大学院人間健康

科学研究科（荒川キャンパスの

学域）を満期退学したのです

が、満期退学後に追加の実験や

調査をしました。その追加部分

の「研究倫理審査」は、退学後

なので（都立大に在籍していな

いので）自身の所属機関で受け

て承認されたものならあるの

ですが、それを提出する形でも

よいですか？ 

A17 
そちらで結構です。都立大在学時に受けたものと、ご所属機関のも

のと、両方の書類の写しをご提出ください。 
なお、次に該当する場合は①、②の書類の写しも添付してくださ

い。 
１ 多機関共同研究において、研究代表者が学位論文提出者と異なる

場合 
２ 外部機関での倫理審査結果証明書の研究責任者が学位論文提出

者と異なる場合 
①本学の学位論文として提出予定の研究が当該研究プロジェクトの

一部であることがわかる内容の書類 
②本学の学位論文として提出することに対して、研究代表者（又は

研究責任者）の承諾書（書式任意）又は、外部機関の研究倫理委員

会で承諾が得られていることが確認できる書類 
研究倫理審

査結果通知

書 

Q18 
東京都立大学大学院人間健康

科学研究科に入学する前に、所

属の研究倫理委員会の承認を

得て研究を開始し、入学後に執

筆・投稿した論文を「副論文」

として提出予定です。「研究倫

理審査」ですが、入学前であっ

たため、当時の所属機関で受け

A18 
都立大に所属する以前のものは、当時のご所属機関で得られた書類

の写しをご提出ください。 
なお、次に該当する場合は①、②の書類の写しも添付してくださ

い。 
１ 多機関共同研究において、研究代表者が学位論文提出者と異なる

場合 
２ 外部機関での倫理審査結果証明書の研究責任者が学位論文提出

者と異なる場合 
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て承認されたものならあるの

ですが、それを提出する形でも

よいですか？ 

①本学の学位論文として提出予定の研究が当該研究プロジェクトの

一部であることがわかる内容の書類 
②本学の学位論文として提出することに対して、研究代表者（又は

研究責任者）の承諾書（書式任意）又は、外部機関の研究倫理委員

会で承諾が得られていることが確認できる書類 
研究倫理審

査結果通知

書 

Q19 
論文博士を申請したいのです

が、東京都立大学大学院人間健

康科学研究科（荒川キャンパス

の学域）に所属したことはあり

ません。「研究倫理審査」は、

自身の所属機関で受けて承認

されたものならあるのですが、

どうしたらよいですか？ 
 

A19 
ご所属機関で承認された書類の写しをご提出ください。 

なお、次に該当する場合は①、②の書類の写しも添付してくださ

い。 
１ 多機関共同研究において、研究代表者が学位論文提出者と異なる

場合 
２ 外部機関での倫理審査結果証明書の研究責任者が学位論文提出

者と異なる場合 
①本学の学位論文として提出予定の研究が当該研究プロジェクトの

一部であることがわかる内容の書類 
②本学の学位論文として提出することに対して、研究代表者（又は

研究責任者）の承諾書（書式任意）又は、外部機関の研究倫理委員

会で承諾が得られていることが確認できる書類 
研究倫理審

査判定通知

書 

Q20 
人に関する研究で「研究倫理審

査判定通知書」を出すようです

が、動物に関する研究の場合は

何か提出すべきですか？ 

A20 
動物実験等を行った場合は、動物実験を実施した機関から発行され

た倫理審査証明書があるはずですので、そちらを提出してください。

その際、証明書に学位申請者の名前が記されていない場合には、動

物実験と学位申請に係る研究の関係を別に記載して提出してくださ

い。 
データ提出

時 
Q21 
kibaco の操作方法が分かりま

せん。どうしたらよいでしょう

か。 

A21 
kibaco に「利用ガイド」や「操作マニュアル」がありますので、そ

ちらをご参照ください。 
 

データ提出

時 
Q22 
kibaco のパスワードを忘れて

しまいました。どうしたらよい

でしょうか。 

A22 
荒川キャンパスの学生については、図書館２階にある CPU 室に行っ

てパスワードリセットをお願いします（平日 9：00～17：00）。南大

沢キャンパスの学生については、顔写真付きの身分証明書を持って

情報処理施設１階システム管理室１又は６号館１階 122 教室に行っ

てください。 
データ提出

時 
Q23 
自身の持っている PC に PDF
加工ソフトが入っていないた

め、PDF 変換ができません。

どうしたらよいでしょうか。 
 

A23 
事務室学務課教務係窓口でPDF加工ソフトがインストールされてい

る PC を貸し出すことができます。詳細については、学務課教務係窓

口までお問合せください。 

 


